
激

甚

災

害

適
用
す
べ
き
措
置

平
成
二
十
五
年
九
月
十
八
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
二

月
十
二
日
ま
で
の
間
の
地
滑
り
に
よ
る
災
害
で
、
和

歌
山
県
日
高
郡
み
な
べ
町
の
区
域
に
係
る
も
の

法
第
三
条
、
第
四
条
並
び
に
第
二
十
四
条
第
一
項
、
第

三
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
措
置

平
成
二
十
六
年
三
月
十
七
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
一

月
九
日
ま
で
の
間
の
地
滑
り
に
よ
る
災
害
で
、
愛
媛

県
西
予
市
の
区
域
に
係
る
も
の

平
成
二
十
六
年
八
月
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
九

月
十
日
ま
で
の
間
の
地
滑
り
に
よ
る
災
害
で
、
高
知

県
長
岡
郡
大
豊
町
の
区
域
に
係
る
も
の

平
成
二
十
四
年
七
月
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
九

月
二
十
五
日
ま
で
の
間
の
地
滑
り
に
よ
る
災
害
で
、

熊
本
県
球
磨
郡
五
木
村
の
区
域
に
係
る
も
の

法
第
五
条
及
び
第
二
十
四
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で

に
規
定
す
る
措
置

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
四
日
か
ら
七
月
二
十
七
日

ま
で
の
間
の
地
滑
り
に
よ
る
災
害
で
、
新
潟
県
糸
魚

川
市
の
区
域
に
係
る
も
の

平
成
二
十
七
年
五
月
十
二
日
の
暴
風
雨
に
よ
る
災
害

で
、
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
那
智
勝
浦
町
の
区
域
に
係

る
も
の

平
成
二
十
七
年
七
月
十
六
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま

で
の
間
の
地
滑
り
に
よ
る
災
害
で
、
徳
島
県
名
西
郡

神
山
町
の
区
域
に
係
る
も
の

平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
三
日
及
び
同
月
二
十
四
日

の
豪
雨
に
よ
る
災
害
で
、
高
知
県
安
芸
郡
北
川
村
及

び
高
岡
郡
佐
川
町
の
区
域
に
係
る
も
の

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
四
日
か
ら
同
月
二
十
六
日

ま
で
の
間
の
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
で
、
次
に
掲
げ
る

町
村
の
区
域
に
係
る
も
の

イ

鹿
児
島
県
鹿
児
島
郡
三
島
村

法
第
三
条
、
第
四
条
並
び
に
第
二
十
四
条
第
一
項
、
第

三
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
措
置

ロ

三
重
県
多
気
郡
大
台
町
及
び
北
牟
婁
郡
紀
北

町
、
高
知
県
吾
川
郡
仁
淀
川
町
及
び
高
岡
郡
梼
原

町
並
び
に
宮
崎
県
東
臼
杵
郡
諸
塚
村
及
び
椎
葉
村

法
第
五
条
及
び
第
二
十
四
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で

に
規
定
す
る
措
置

備
考一

平
成
二
十
七
年
五
月
十
二
日
の
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
に
係
る
暴
風
雨
と
は
、
平
成
二
十
七
年
台
風
第
六

号
に
よ
る
も
の
を
い
う
。

二

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
四
日
か
ら
同
月
二
十
六
日
ま
で
の
間
の
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
に
係
る
暴
風
雨

と
は
、
平
成
二
十
七
年
台
風
第
十
五
号
に
よ
る
も
の
を
い
う
。

平
成
二
十
七
年
一
月
七
日
か
ら
同
月
九
日
ま
で
の
間

の
風
浪
に
よ
る
災
害
で
、
北
海
道
利
尻
郡
利
尻
富
士

町
の
区
域
に
係
る
も
の

平
成
二
十
七
年
十
月
二
日
及
び
同
月
三
日
の
風
浪
に

よ
る
災
害
で
、
北
海
道
利
尻
郡
利
尻
町
の
区
域
に
係

る
も
の

平成年月日 金曜日 第号官 報

（
平
成
二
十
七
年
九
月
七
日
か
ら
同
月
十
一
日
ま
で
の
間
の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害

並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

平
成
二
十
七
年
九
月
七
日
か
ら
同
月
十
一
日
ま
で
の
間
の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚

災
害
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
三
百
六
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
表
中
「
福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
及
び
大
沼
郡
昭
和
村
」
を
「
宮
城
県
伊
具
郡
丸
森
町
並
び
に
福
島

県
南
会
津
郡
南
会
津
町
、
大
沼
郡
昭
和
村
及
び
双
葉
郡
葛
尾
村
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

山
本

早
苗

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

文
部
科
学
大
臣

馳

浩

農
林
水
産
大
臣

森
山

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

（
都
道
府
県
に
係
る
特
例
）

第
二
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
激
甚
災
害
と
し
て
指
定
さ
れ
る
災
害
は
、
都
道
府
県
に
つ
い
て
の
激
甚じ
ん

災
害
に
対
処
す

る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
四
百
三
号
）
第
一
条
第
一
項
及
び

第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
並
び
に
都
道
府
県
の
負
担
額
の
算
定
に
つ
い
て
の
同
令
第
七
条
第
一
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
い
う
激
甚
災
害
に
は
含
ま
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

平
成
二
十
七
年
等
に
お
け
る
特
定
地
域
に
係
る
激
甚
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政

令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
三
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
六
十
三
号

平
成
二
十
七
年
等
に
お
け
る
特
定
地
域
に
係
る
激
甚
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す

る
政
令

内
閣
は
、
激
甚じ

ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）

第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
第
一
項
並
び
に
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ

の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
激
甚
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
）

第
一
条

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
災
害
を
激
甚じ

ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
以

下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
の
激
甚
災
害
と
し
て
指
定
し
、
当
該
激
甚
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
を
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
指
定
す
る
。
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